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U S T R (米国通商代表部)に提訴したやさらに、 1985:年9月の G5(先進
旨カ国蔵相・中央銀行総裁会議)以降、急激に進行した円高が、農産物
の内外価桔差を拡大し、割高論と過保護請を強めた 4 農政審議会 r21世
紀へ向けての農政的基本方向 農業の生産性向上と合理的な農産物価格




































































限界については、石漉 [28] (pp. 8か89)、栗原 [60] (pp. 8テ89)、
























































































































































































( 1 )価桔と収益性、手1]tl，率の定量化の方法とその論拠、 ( 2 )それら
諸指標の水準が適正か否かの判断基準としての価値.生産価格、平均利
潤卒、費用価桔の定量化方法とその論拠、 (ヨ)諸数値の指数化とその
意義、 ( 4 )価桔水準(収益性)、貫主水準の変動とインフレーション
{通貨減価)、価桔、物的労働生産性との関連性の定量分析方法とその
論拠、(ち)諸部門聞の流出入価値とその内訳の定量化方法とその論拠
( 6 )農業生産財部門への農業流出価値の定量化方法とその論拠.( I ) 




を定量化・検討し、次いで(2 )産業大分類別の収益性、 ( 3 )農産物
情桔水準、 ( 4 )農業生産財部門の独占価格水準、 ( 5 )食料品製造業
部門の姐占価格水準、 ( 6 )消費財部門と生産財部門の独占価格水準を
解明するや ( 7 )食糧危機、石油危機が諸部門の収益性に与えた最多響を
定量分析する。さらに(8 )農工閣の涜出入価値とその内訳、とくに製
造業の独占的超過利潤総額および農業涜出価値総額を定量化するととも






かどうかを検討・考察する‘ ( 1 1) (9)と仰を踏まえて農産物生産者価格
の低位1作成の基本的要因を定量的に析出する 4
第 3章の f農産物自由市喝の低位生産者価格形成の基本的要因とメカ
二丈ムグ)定量的定性的検討 j においては、第 1章で明らかにした定量分
析方法を用いて、まず(1 )米の国家市場とは対照的な青果物自由市場
における卸売・小売業の収益性の分析・焼討を行い I青果物取扱商業資












第 4章の「国際比価論の問題点」においては、 ( 1 )内外価桔差の問
題、 ( 2 )生産コスト(価値)と囲内購買力との関係、 ( 3 )国際分業
論の問題点を検討・考察して、国際比価論の問題点を明らかにする b
第旨章の「米価水準の分析」においては、まず(1 )農産物価格の陣





よび生産調整との関連で分析-検討して、 ( 4 )生産者米価水準の低位
性の実態と(ち)米価支持効果と消費者負担を明らかにする篭
第6章の f米作流出価値と食管財政の分析」においては、 ( 1 )近年
の製造業の独占的超過判潤総額および農業流出価値総額を定量化し農業
関係予算額との関連で検討・考察するとともに、 ( 2 )米作流出価値を




























第 1章 [ 1 ] I 農工間不等価交損の定量分析とその方法 J ( Ii'土地
制度史学』第師号、 1979年 10月)、 [ 3 ] r農業生産財部門をめぐ
る不等価交抽(1970'~， 77年:新 SNA)J ([i'農業経清研究』第日
巻第 4号、 1981年 3月)、 [ 5 ] r農産物流通マージンの分析 J ( 
『農産物市場研究』第 14号、 1982年]円)における f定量分析の方
法とその論拠 j の説明個所を加筆・修正して収録したものである。
第 2章 最新のデータを用いて、前掲、拙稿[1 ]、 [ 3 ]の分析図
表を修正して収録するとともに、新たに分析図表を加えて検討・考
察したものである U
第 3章 [ 2 ] r集散市場体系下の青果物卸売・小売業の収益性のマ
クロ的分析 J ( jj'農林業問題研究』第60号、 1980年9月上 [ 8 ]個
別報告「青果物市場における低位生産者価格形成の基本的要因とメ
カニズム J (1984年度土地制度史学会秋季学術大会、 1984年 10月)





第4章 [ 12] r米価政章の問題点 J (1987年度春季農産物市場研究
会報告「食管制度の現状と課題 J f農産物市場研究』第25号、 1987
年10月)を加筆・修正して収録したものである&
第 5章 [ 4 ] r食管制度堅持の経済的損拠一一米価と食管財政の定
量分析と検討一一 J ( f農産物市場研究』第 12号、 1981年4月}、
[ 6] r生産調整下の米価政策 J ( fl'農村と都市をむすよ』第32巻
第 9号、 1982年 9月)、 [ 7 ] r米価水準の定量分析とその方法」
( [j'農業経済研究』第54巻第4号、 1983年 3月)、 [ 10 J r米価政
策と農業保護 J {畏同研1985年春季大会報告「農業保護論の論点と
課題一歴史と現状一 J [j'農業問題研究 JNO. 24、1986年 8月)、




第6章 上記 (1)----(3)の課題については、前掲、拙稿[4 J、
[ 12 Jを加筆・修正して収錯するとともに、 ( 4 )の課題について
は新しく書き下ろしたものである。
第 7章前掲、拙稿 [4J [6J [8J [10J [11J [12]、[14] 
個別報告「米価政策の意義と問題点一一佐伯尚美『農産物価格論の
破綻』への反論一一 J (1987年度土地制度史学会秋季学荷大会、 19
87年10月)を再構成、加筆・修正して収録したものである.
第8章 前掲、拙稿 [6] [10] [11] [12J [14Jを再構成、加筆
-修正して収録したものである@
-19-





1) こh.H'1:1957年U978年の2目、 rA産拘匝品問題J/þ 日 UJ.~古学会内共通E合M請 *Q) j"- マn り上IH h. t~ 
j 行)記躍が刷閣および~ [84Jであι自1情a、1957年の字会r!:産相時計摘皇制元から現実的蹄請は
{~ tl じめた(1町 Jp.146) ‘日本的肢柿崎研究の-~g! Jí t( [67 ]P. 151) 、 t 摘す~.
2)時閣)pp. 178、179、同s8J pp. 232-233、同 184)pp. 54、5与、 pp.93-9日間のこ
ヨ) 目師一位、 70刊H 、資本の良重量晴、脳干iU 過刺が置合す bなかで~tlUa的証置に陥 O 、~J.陸軍量ι 初tl
刊の字削、時再IHめざす脱科学へのIHH1!られた(1.:34J p. 283)、tすι
4 ) 正目192Jp.1
5) 自}Ilo7Jp. 133 
6) 豊島[9J持層的こtを.
7) r 資本語』草3喜第6肩車47章第5Ðの r*益E調 t~民的分割地所右 dこお ItHくはの圏西が重要であQ.r畑地良民仁
tっT罪nU)語圏tV(現れ b もの位、ー方でH 、世刷、泊費本まであ b か~~1'1i資本の干身再開で ti Jí(、位五で目、 tt t' it!
有者であbかぎりで目地Rの去要でUない.~\~~資本軍 tl 1 O)~n っT草月的昔話IUl1酎l~ tQJι 本来的責聞を H~lll
















Ij7 HÁif~量日前せ、ここ仁ボルト 11 イ，，..の提起した臨時肘 hH いì.Q(関白剖).
13) 士lト司『皇霊のE詰骨折J{草2増補i)大明i，1967年、 pp.3、24






























































































































さらに花田氏は第二および第三の点を f労働の価桔」論( [92J pp.9 
5...15)あるいは「生産価格の一転化・ー偏情形態 J論([92] pp. 309 
一-26一一
-314 )としてより具体的に展開し、これを踏まえてマルクスの費用価格
規定は「小資本家 J としての彼にとって「絶対的制限 J (眼界)に閲す
る規定であって、正常的支配的形態では三範暗(利潤‘労貰・地代)は
自立化を要請するものと理解されるべきだ( [9 2J pp. 3 J J ~ 314 )、と強
調する。
以上より、次のような形と方法で算定・定量化を行ったほうがより適




























1)宮本制面『蹴臨』枝問問、 1969lf.PP. 1---8 
2)3) r責措』事1喜.i123a、pp.52"'"53
4) 面目『責本語Jp. 62 




































































































































ここでは、 「生産者価格 j という概念を小農の下において形成される
価格という意味合いを込めて使っている‘ただし、当価格水準を従来の
見解のようにc+ v (費用価格水準以下)あるいはc+ v (費用価桔水
準)に限定するのではなく、政策のいかんによっては C+V十 p (生産















IIRUUO山} it'i: 0.1・‘0.50.5‘1.0 1.0‘1.ち 1.雪‘2.02.0‘2.5 2. 5~3 日 3.0halll 
RRUi&刊(a) 91.2 34.0 7ちB 122.8 17日.1 』 25ち.2 一
IlRIIt画自割合 100.0 13.5 22.(， 2(，.7 18.6 ← 18. (， → ， i I目白 10日.0 3&.2 2i.3 19.8 10.口 ← 6.7 一
t ; 1 ! ~ 10日.0 12.9 22.0 25.4 19.2 ← 20.5 → 
t i i ~ ~ 100.0 6.9 19.1 2(，.9 22.0 ← 25.1 → 
ft i UfliQ 100.0 11.5 22.9 33.0 19.2 日 13.4 ー， J.ごut. 100.0 7.7 IH.7 25.0 20.2 』 28.4 一" ， J. Ut! IUO.O 11.0 2U.& 31. '1 16. -1 .- 17.1 一・
同 100.0 6.2 29.1 38.0 17.8 ← 8.9 一
1 I! 1 ! V. 100.0 24. 1 32.2 26.1 12.0 ← 5.6 → 
1o{トE王朝t 100.0 19.7 -14.2 19.9 13.8 -一 2.4 → 
同ft H:U 100.0 18.9 22.3 26.8 16.7 .- 15.3 一
1 1.1置 E 100.0 5.1 25.0 ヨ1.日 22. (， ト 16.3 → 
'lItt官U(l!'l 662.7 290.7 640.2 932.1 1.104.2 ー 1.313.4 一
ntUH(A) 1. 81 。.8ち 1. K6 2.う0 2.87 一 3. JO 日
iち5U(}，) 0.93 0.21 0.82 1.50 I.H7 .一 2.11 一
UDi:tl官自IHI 2. (，98 1.19!l 2，6UH 3.8&7 1.5UO ー 4.935 → 
1¥目UH(円) 145.9 108.2 131. 2 149.3 16[..3 -ー 190.3 一
I.U (CiD.) 50.7 37.6 45.6 51.9 57.8 _. 66.1 → 
i!lftU干(J) 56.2 20.0 50.4 79.5 9ti.8 - 108.3 → 
Z計ou事 (2) 72.3 28.2 &7.1 102.4 12日.5 .- 127.0 一
注)1 )畠事事嘗『畠軍晶画闘壷帽告』よ q骨量.
2 )軍肘膏司~lI.・( I】とは曳風向島竃厩帽による11:肘冒克且・で1，，.計曹司[Ji'.車(2】砧垂直.平均町il..労・を E周囲労・百 9贋遭遇平均貫企 t層積5




朝日 r.ZUUII u円~II.M W :t a ~園 UkU iちlUilfliU I~目骨量~， uu 問自主E事tr.u.n 
書目 (a) nn (f-円)U{J.) 0.> 自由時国 1tH円} (] )(%) (2}{X) 
a e 129.4 105.8a 672.3 2.04 0.3G 2.725 182.5 63.4 65.1 &8." 
U.，e."'bU 100.0 450.2 1.68 0.20 2.281 107.6 37.4 45.4 82.5 
1 1 I i ~ 97.2 49.9a 1.109.8 2.i7 2.29 5.775 133.0 46.2 95.5 139.2 
I l Ii t- 112.1 80.5a &76.3 2.63 2.10 5.155 137.4 47.7 82.6 117.3 
9 1.ご E 105.4 56.0a 956.1 2.11 1.07 3.047 152.9 53.1 64.1 79‘3 
1 1>ι t 109.8 39.7a 2.088.0 2.14 1. 40 3.319 215.4 74.8 89.8 76.5 
I富良 nt- 93.9 771.9 2.50 0.86 4.3H 129.1 44.9 81.8 124.0 
a E 81.6 11.41 663.6 2.16 0.44 3.042 125.0 43.4 57.1 88.7 
;. • A a 65.6 499現 1.18<).5 1. 92 1. 19 3.232 155.5 54.0 68.8 85.4 
7目fヲ-1 a 75.4 4.858割 9')ョー7 2.1& 1. 22 3.心35 140.2 48.7 7&.0 104.7 
向E 1 s 79.9 92量 1. 151.弓 1.9'1 1. 13 3.U8& 154.3 53.6 64.5 81.4 
理量 1i Jf 85.4 201 1.149.5 2.00 1. 31 3.458 130‘。 45.2 69.5 103.9 
B 品 126.1 4‘4量 1.350.(. 2.61 1. 0 I 4.728 134.2 46. (， 89.4 129尋 B
置h H R 122.3 89!!." 2.51 1. 63 4.104 135.3 47.0 76.5 110.1 
1l 11J..本.I:. r ••舟開闘に品た血事制. ~"骨虚.
2 J 1:1沖.W:i.事(I J • (2) Ulll -1"に同t.




IfEIIUI(ha) 士ti 0.5haU 0.5-1.0 1.0、1.51.5-2.0 2.0-2.5 2.5-3.日3.01山11
IfP.JlUWH臼) 103.2 3¥亭5 72.8 ¥2¥品目 172.ち 221. 3 271. q n5.1 
HU亀‘E割合 ¥00.0 10.6 19.8 ¥ '1. 4 15.0 ¥0.-1 6.8 18.0 
t i. lll~ ¥00.0 34.& 28.1 16.ち 9.0 4.8 2令 b 4.4 
車量生 l : 100.0 10.3 20.3 19.4 15.0 10.2 6.ヲ 17.9 
.t: .， i ~ I 100.0 7.6 19.0 19.4 15.7 10.8 7.ち 20.0 
l50 fiUn 100.0 2.8 20，ち 23，8 20.3 18.6 7.8 6.2 ， t賢iUI 100，0 ¥2.5 21.8 18.5 1(，.8 10.9 5.5 ¥4.0 
? L ~ i曜日 100.0 4昼3 12.0 15.2 27.ち ¥3.9 9.1 ¥8.0 
" I!ιiH 100.0 5.5 n.2 )&.7 15.7 20.5 10.9 17.5 
J Ii !lUi 100.0 ¥.7 9.5 3¥.6 HL 1 一 39.1 → 
I IH ! ~. ¥00.0 38.2 30.-1 16.7 8.4 3.9 ¥.8 0.6 
1日{ヲ-i{割E ¥00.0 17.2 56.5 11.1 品.1 ← 9.1 → 
向JI ..~量量 ¥0[1.1 24.リ 1[，.5 IR.8 15. 'J 3.2 ¥3.6 
1 ! 1:.t ~ 100.0 1.3 (.‘q 11.3 ¥0.(， 8.3 11.5 50.1 
l n t匝量E 100.0 0.0 14.7 17.2 18φ8 ← -19.3 一
a岡I自.t.Ili円)2.869.7 J .073.8 2.123.9 3.-1¥2.7 4.633.3 6.189.6 7.395.3 9.8雪4.9
umml.U l. 10 0.33 0.')4 l. 52 1.りO 2.23 2.45 2.69 
j I， ~~I (人) 。噌57 0.44 。.40 0.80 1. 20 1. 50 1. 59 ¥.92 
ilOi:CI官aq目 J. 774 600 1.473 2.360 3. ¥12 3.752 4.01)0 4.508 
11目UH(円) ち42.8 209.1 377. I 496.7 610.4 682.4 754.9 987.7 
IlU {品1) 27.1 10.4 18.8 24.8 30.-1 34.0 37.6 -19.2 
iß~U事(j) 20.0 2.ラ 11.7 25.0 39.8 53. I 61.1 83.3 
i.~ntU (2) 59.1 15.7 44.7 ii.9 107.9 135.1 147.5 174.3 
住) 1)凪降車量曹『昌司匝睡a調査帽骨 J.l '}作成，
2】軍酎冒充足事(1 1 1:ほ寅鳳町畠置所帽によ晶曹計贋克且事であt.-.軍計費克里寧 (2)U圭血軍平均再軍鹿野・を 1同園労・当り贋適量平均貫量{圃・1
人岡上}で押踊冒止 L.これに自軍畠置軍値労・崎圃tat.1:"値曹止且車Oi骨量ιとめ噌こ九によ晶車計費克E車をもとhたも再であ晶.腫帽層的開倒
え 1 同園"・ヨワ純生IIi.こ町 1 同岡野・ヨワ蝿温量平均賃金に.属聞曙と全血軍平均と町脅・生量笹崎艶にもとづく眠盤笠帽量をプラス・マ H. .lt ~t
も町であ f，.
;'1 )-4浪 1986年度都府県の民業経世組織)IJ(!jl.ー 経営・ t¥1合経営}民家経i1'i際況
朝日 HgUUIi urUs.M I'll置.j.lt1ial H5R.t i.Uia 111目骨量~? 同日 i.!lftH'事 iUU事
在日 (..) I!I {千円)U(}.) (A) 骨量的自 量生!{円) (I)CO (2) (1) 
a t 127.2 93.6<1 1.900.1 0.68 。‘ 10 1，002 650.8 32.4 12.5 32.0 
U.Il.¥lbU 67.4 1. 679.lI 1.ヨ9 0.31 1. 610 598.5 29.8 19.9 ち0.7
1 & fi i ~ 122.-1 -17.9a 7.765.5 2.6D 2.30 5，767 728.0 36.3 85.4 184.8 
; t fi i d: 124.0 128.8a 2.586.4 2.24 1.7h 4.256 483，2 24.1 45.2 151. 3 
~ L : t 132.7 93.2討 5.40Vl 2.13 1. 16 3.002 623.2 31. 1 42.2 10&.5 
" ~ 1. 書 138.0 101. 4" 8.766.7 1. 81 1. 17 2.890 600.ち 29.9 3&.7 96.7 
1 i t ~fI~ 123.3 3.361.7 1.7弓 1. 09 2.74B 599.7 29，9 36.9 100.6 
E 正 159，2 39.4・3.0':12.2 2.36 1.67 3.49~ 285.5 14.2 25.4 149.8 
I I 1 I 71.5 5.533Q 14，421:.7 2.31 !. 93 5.004 1. 075.4 53.6 112.3 159.7 
7日4ヲ-1 I 69.7 &4，355割 12.305，リ 1.1:15 !. 42 3.653 740.2 3&.9 77.2 166.8 
向E i Il 110.4 &37量24.61:5.8 2.49 2.日5 4.979 706.6 35，2 65.5 1&5.3 
1 1o 1 1l 65.7 523量12，16ち.り 2.02 1. 7tJ 4. H¥7 355.1 17.7 41.7 186.2 
E E 316.7 19.0量15.679.2 2.51 2. 10 5.447 944.6 47.1 96.8 1&4.7 
E n 干 179.3 29.&量23.534.5 2.09 1. 71 3.82ち1.238.1 61.7 97.8 12&.3 
I ~ ft g 1-15. 0 3.909.6 1. 80 1. 07 2.884 518.8 25.9 31.7 100.0 
注)1 )且憐旗監wr晶宮崎....にみた畠軍組踊 J.a:')ITJl. 
























寸 .5ha:33.0%)から1.0... 1. 5ha (施設23.8%、露地18.5%)に上昇して
いる。りんご生産量では1.0ha前後 (0.5-1.Oha: 18.7%、1.0-1. 5ha:25. 







謂卵生産量では代表的階層は66年度O.5-1. Oha ( 32.2 % )、86年度O.ト
1 . 0 ha( 30. 4 % )と不変であるが、 0.5ha未満階層は占有率を 24.1%から
38.2%に14ポイントも高めている。ブロイラー販売羽数でも両年とも O.
号、1.0113と不変であるが、当階層は占有率を 44.2%から56.5%に12ポイ
ントも高めている。肉豚販売頭数では1.Oha前後 (0.5-1.Oha: 22. 3%、1.0
、1.5ha: 26. 8% )から1.0・、1.5ha(18.8%)に上昇している。生乳生産量

















































分、その抽出は十分に可能であり、実際に「直接労働 J 、 「間接労働」
f付帯労働」という形でなされている。




















6) 宮本義男両 f軽音E詰』有豊田~I. 1969~ ， p. 157 
7) こh.tついて品、本章の草HH書監のこt.
8)9) 制也加害車のこ t. ここでa. 土曜所有.f. ij削を菌iHtt~貴柑践のそれが説~ h.l い ófj 、このこ Ut~\l
ll~の場合でも妥当すH 考H. 最主導監の追加提責t めぐb語まのE理 t嗣tついT位草5章で直めて fi~lt~ ~I ， 
10) -定盟理目上の皇室tli、事官県において位軽自捕直面慣がO.5haJl上主語Eでtl. Oha~j上の皇室であ~#， ft昔日曜
面積が上主!基軒置でbっ"[t，同外腕仁詩 3す~ U! li-l:題担 ~Hの員軍t!める.間外田îtついてはE韓水産省『豊富のR
smtみた皇軍基れを書Eのこt，
11) この『題tmJIt、 raまのBS.iIAの菌身であO、目制41年度に直tat.it. r量豊田』の38年度iでのi車ー軽音j






























が妥当である U とする b
だが、当見解には次のような問題点があるように思われる。まず、公
益事業は Iとくに物質的生産としての性格が強い叫」が、 「直接的に物








































































































































以上より、生産的労働 1時間当り価値は、 A農業から G運輸・通信業
までの物質的生産部門の国内純生産の和にさらに E建設業の取引業務や
F公益事業、 G運輸・通信業の涜通機能に要する物的経費と日卸売・小




生産的背骨1時目 AE重量生産+・・・・・・・・・・ +Gi曲 .I~l民生産+H ， H' 自主事門生産量+E.F.Gの益重軽量軸自費
当り帥(1)





















































上記(1)式とω式の相違点は、(I)式には E建設葉、 F公益事業、 G運輸
・通信業の諸部門の圏内純生産および琉通機能物財費、生産的労働時間






































数プラス管理・事務および技術労働者数)で除しでもとめた 1~ 1 
以上の算出方法によってもとめた「生産的労働 1時間当り価値 Jの年










以上のことから、 『価値の定量化 J は価値形成の次元ではなくより具
体的な価値分配の次元で、すなわち総労働(生産的労働プラス不生産的
労動) 1時間当り価値という形で行うことも可能である。













































































































































A農業""'-D製造業に加えて E建設業、 F公益事業、 G運輸・通{言葉の圏


























商人位性らの費量 t ょっ T ‘院の資本の:H~仁つ 0あった開企画植草骨をひきょせo.だがひきょせらh.'k調書面匝比高Aj}佐の








ò~1世ないのでU. (中時)量も平荷主主件のも t l'骨量すòl~の調書骨量の-J~1i、社会に ~I"('I与され b のでb刊、
生産闘の担割仁、 Ul1l直S~-It ， ihらないものである. J 
10) 国内生産直位、軸的経費(油輸闘費1;].踊量却費)仁園内量生産iilしたものでU.知章・小売量の園内生産置の中凶
日-54一
世主自の国内生産量も小売量のf h.~L tH h.nl~ こ ~tlUr要村.帥 liili小売lU をuす t 同時仁す』ピ;.V)提 Hfi
j. i[-t' ;'~JII! にかかわ b 目内生産量liilする面11円。)国内生産置からE障さMべきでUtf.1-1の干ーから骨E が干
司監なので控除しなかった.
1 ) 画値0)定量化の先駆的な話み位、花田92(p. 284 ‘ pp.322-327) 1:よってな ð h. t い~ .花田氏的場合、 J{~
法的民1VJ諸島が十Jtt属目dtltいない.t田氏のt{方法t筆者のそft[の基本的な相重点Uまの主である.花園ft.の書官、 EI!
:U.F公益事室、 G置量-通Eまの語草門的高温IUやf ì! litlす~-的軽 fttH却査・小売量やH'R王室等の軸目置が考E
E れていないこ t で~~.そのι 骨由時目の草定方誌に闘しても自重QjjU.gに筆者比 E回目J 重刊面量的定量tr画
面自民のま元に ~Urfより具体的を骨配のま元でも試み I器情1時目当り盤面l‘r1 時自費量~~問固 l明生産 l 等の請しい
昔前時Uii:方式を設定している.
12)13) 任昔企画庁国~肩書輔『覇SNA入門 Jt詳軽昔話刷、 1979科書監のこtを日本の自民意書、iElitl目fti
百計u計比回調53年8月、話しい目lHI百計重体重(ASystem of National Accounts:首SN
A) 仁 8ti Lt~. (中時)旧SNA位、国~i請仁お付b 生産、分ι 支出、のìitlのみを i H~めたものでかたが、話SNAは
それtつけ ii.て、産車目的商品。}草h.(産量産閉ま)、賞金の語れ (7ト・ 7 ロー)、目~~J費量・員置(固~J~~~ま)、事
外 t の n~1(目I車まま)をu、それらの置字の目IH[11に定義した、有躍的に詰ーされた体長なのでh~. (世しがき j ) J
14) 量韓車産省『皇室軽音調査量告lの括計項目の語明.t~ ~I 聞.
15)16) 育園者『革H勤労益計要I:Jで比費曲者の11M習曲者世の調査は、Cl皇、 D霊童章、E盟主主についTしか行あれTお




















































































庁『昭和五年国富調査報告』、 『昭和40年国富特別調査報告』、 『第 1
巻・国富調査総合報告 j ( Ii'昭和45年国富調査.s )の企業部門の産業大
分類、企業区分、資産中分類別資産額(所有資産) (全国)を用いた。
@従業者総数については総理府、総務庁『事業所統計調査報告 J (第














































































1時間制。平均蝕 x静円の年目制面時目+制円の投下資本 x 刊肩書事
( A) = 
諸事円の年固ま自由時目



























1) 1 皇室にお I1ò M企画値Ii-I的再調事のB't<hhÞ こ t ができf、 u，ゥ tll有耳目I霊 tSll"(B民 ~nò干均制覇事
により 1~~ hÞのである. CUtîft. 宇佐美語在庫・置IiJU~1 r?4-?A主義軽語字量産(下).覇日本:Ill~. 1971年
-63一
p.243H~1問、『資本語』軍al. 全車25b ‘ p.844r 書 !D)t!tf.-量的自制的生産量島のも t で I 平均再調(住
吉明骨・777.・利子仁等L1\) 目、量制調(その11'U.~割企画自 tRt1'U) からの地Rの控除によっ T すて:'tMIHn1 いb
Q)で b ゥ t 、地ttQ)~IU 菌laていb のであ~. (菌品『賢本語IP.1052)J
差 ItttQ)単車 t めぐって U*X，してまのような3つの 11.尚~. (l)I量生産相 t の平事面支担tlryUJ円内仁持 ~~i
れたものけ ~r 境遇~J 、 (2 )1皇内Sで生産~H干均科目目上の超過調書 \.:Uかならないけ~ r生産量I‘(3HI'"
r!めTの生生産部門町内Jt生産 ~ht~!"企画値の-JがI: UIQ)社会的価値実現のftlrt1Llit~fttt支払bれたもの
t す ~r 社会全体Q}基調企画直の-IU)l'M. (面白宮本語『佐官E詰JPp.20Q-204r書置)
筆者世(3)まに近い見揮でbり、昔地査本副長lr前提tto高官、差盟理Rの富良をまのように考H.i)良産軸歯車(生産































市場に強く結合している(晦岐 [27J岡上} < 
自家農業労働費は農業労働時間に客観的な農村的貰金水準を乗じたも
のである(白 )1 [67J p.189 ) <もっと厳密に自家農業労働費を規定す






































































































































































ω 100.0 = 1.'3001咋 .IOl~】
、 、?? ??
， ， ? 、
I 
(3) 
JlJ耳:帽企庁'国民田帽檀肘草喧. (1975軍嵐・固 SN1.)‘同町田民園調肘置車岨.(1989....圃 SNA】.胃'国冨田董ー..
大鼠Wf量入金畠嘩肘埠蝿.. .1庁'事寓眠値目開室帽情..同 r".カ国重草睡a、"..f町周.".肘畏覧a‘血事W'..睡
調関宣帽量..同『且置聞...同'且置セン"'.A. 
it 1) 即同園門的蝿生直圃凪比値、 A-H町属軍門町圏内崎呈~I)草加，"晶寧語的囲内民生量壬 1 0 O. 0とLた培量司それであ晶.~ 
腿・門的靴下"・岡圃・民JtIJ‘A-H町陣軍門同組下"・珂園町瞳担1-100.。と Lた場骨内それで"L.



























































































































































4. 農業生産財部門への農業涜出価値の定量化方法(その 3) 
1 ) 農水省『農家経請調査』の経営費を用いる場合



















































































1 ) 第 1-2図の説明
C十V十Mは、生産的流通費のみを控除した農産物価値を示す。

































Io!:*副岡阿串iliM.m 封書量凪.V : "・力町晶凪{髄抽). C:軸同時贋. ~I -!n (C， + V， + "'，)民過マージン{崎，，~.
膏+庖轟利潤}王干ル.^ :且E・4生It. 日且量貴刺品向島寅縄曹、 92:.宜柏町南車種'1) 也
目内膏阿U邑贋ltr 1t8.過掴且 a ‘骨肉崎町酒"につい， a置~2 -4'"を'岡町こと.

















t ・Jol.J (t~，.. 
d ・句品， u・II
。)実際値
捨) M:*~的刷ßt価値， m:刷命価値. V:勿働力の価値{伍tl¥)
C :物的経n.M-m (C，+V，+m，'純作施通関+阿東和l潤}モデル
司:商.1=1外の収入制.b : J l>，:IO (担制・元副). c : 2l>，:11I ('1'悶仰}
d : 3踊 P【厄則的， e 生産的掩通m























M-mニ C1十 V1 + m d涜通マージンモデル)は、上述の総労働 1時
間当り価値(勃と 1時間労働当り平均国内純生産ωの差額に農業総労働時
聞を乗じてもとめることができる。
平均利潤率の法則による[純粋涜通費+商業利潤]モデル( M -m = 









































青果物の Cは、農業生産資材の実際の価値であり、 C' はその価額で














商業実態基本調査報告書~ (1973年[昭和48年] 7月 1日現在調べ)、





計調査年報 J (1972、73、78、79年)、@通産省『工業読計表.!I (産業
編) (1972、73、78、79年) 0 
( 1 )青果物
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1 ) 第卜4、 5図の説明














2 ) 第 1-4図の実際の青果物流通マージンの定量化方法
野菜・果樹作 1時間労働当りの青果物流通マージンの定量化方法は次
のごとくである。






『類型別農家経済統計』、 F 農家の形態別にみた農家経済~ [年度・全
国・都府県] )を乗じて、単位重量当りの青果物純生産をもとめる。






















2) l帥の匝目画面実現仁かかnQ;1I.IUl lt費用、産量に付目する 11. 調~I. 包華・荷量費、車智正置I1等.
3) 司自ー民rr皇産制耳語大義lに悪された霊園Jrt_市場副主JI7号、 1979年4月、p.3B
4) iU詰'11喜につい"(J r l!:i軸事竜踊究J17号‘ 1979年4ft、p.25
5) 住吉抑留割合tli.llI U~仁肘 H.ili~( 皇室矧蹄)の割合"('u. @@⑦のい11(1)制tb措置H."(
いb品目Utl、生産者鵬首責fl@崎品目の生産者闘を制⑦のIAlIl'lI干均ltb I:i'>t.腕臨時間@
の語品目の却完闘を開制HJI刊vcbtM~. 野菜 t 果実のM刊のウェイト位、開@の即売価種n50t5o仁
Lt.47年 t4Blf.53年 t54年の干耳目早員千均 Ht~.
6) この骨祖師事ι削@の時制量に肘UI量生産の割合でhQ.野菜作t制作Q)1Ji刊のウェイト止問@の
開充画面 1~50c50 にLt~.





































































よる @r労働の大きさにもとづく最も具体的な価値分配の次元 J でとら
えたものである色第 2 図のように、当価値を 100.0 として諸数値を指
数化している@
総労働 1時間当り価値 (3)と 1時間労働当り平均国内純生産ωの桔差は
1 時間労働当りの流通マージンモデルであるも流通マージ.ンモデ J~ は、
1955年の34.8より逓増し87年には95.0になっている‘
r) 賃金水準の定量的検討
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周年 1955 56 ち7 58 59 &0 61 62 63 &4 
UIIII!I1I1AH・a 226.0 266.5 329.6 373.9 423.6 
(1'1)('2.) (~ 1) 151. 5・ 151.0' 156.5' 1(，0. l' ](，0.6' 161.3 1&2.5 171. 3 174.5 178.9 
fl!・IQlllU(円) 109昼7 117.2 142.8 142.3 1 (.2‘7 201.2 234.4 283.9 320.0 3ち9.8
(3) (~ 1) 134.8 134.4 139.3 112.5 142.9 14(，.2 142.9 147.& WJ.3 152.0 
Iq;~ ・~~ ， 'jle~ 1l 日1.4 87.2 102.5 99.8 113.9 137.6 1&4.0 192.4 214.3 23&.8 
u(~ x.'Ia 1) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 JO日‘日 100.0 100.0 100.0 100.0 
1 ;面目(量1) 100.0 93.3 79.4 日1.6 11.5 59.2 49.6 42.3 38.0 34.4 
f向州事 (:; ) 1l6.7 1l14.9 2.8 ι12.4 td1.2 1l16.2 1l14.1 610‘2 1l9.5 
I~;骨量3 り IH!II 15.9 71.8 ¥:!2.8 自2.9 89.0 97.2 110.2 126.0 141. 3 157. .，
lit<円) {量 1) 93.2 89.2 80.7 83.0 78.1 70.6 67.2 bち.5 65.9 66.ち
IqAU~? iIût 
(~)(円) (~ 1) 
1 1\自由I~U~~" 1i 37.6 38.9 40.9 42.9 43.9 41.8 58.3 11.8 84.8 96.9 
t(自)(円)(~ 1) 46.2 44.6 39.9 43.0 38.5 34.7 ヨ5.ち 37.3 39.5 40.9 
部 2-1 -2}( !61![の定政化と j'i金1/<t¥'.
l汗 1%ち &6 67 68 らリ 10 i2 13 14 
u的責目l同Imu. 472.1 546.9 644.0 748.9 924.5 1132.2 1252.0 1452.2 1814.9 2279.7 
(円)(2.】{届 1) 186.1 190.0 192.9 199.2 205.9 211. 3 216.6 222.3 225.9 232.6 
Ell自 IQ Il Ui(~) 397.4 4ラ8.3 536.2 618.3 158‘日 916.3 1001.8 1153.4 1415.4 1762.4 
131 (~ 1) 1%.7 159.2 1&0.6 164.5 1(，8.8 111. 0 . 113.3 176.6 176.2 179.9 
IIA司自日間園内見 253.6 287.8 333.9 375.9 449.1 535.8 577.9 653.2 803.5 979.9 
U(円齢.H 1) 100.0 100.日 100.0 100.0 100.日 100.0 1l10.0 100.日 100.0 100.0 
1 i.画{量1) 32.1 28.ヨ 24.4 21.7 18.1 15.2 14.1 12.5 10.1 8.31 
{/JKI事 (1) &^.7 ld 1. 8 1l13.8 ι11. 1 Ill&.6 ι16.0 1l7.2 611. 3 ι19.2 617.7 
IlIAlII ~?Ul問 175.1 194.8 219.0 255.0 302.1 355.5 410.0 476.9 592.0 775.8 
it(円} (~ 1) 凸9.3 67.7 65.6 67‘E 67.3 (，6.3 70. 9 73.0 73.7 79.2 
l 時E骨量~HUt 144.1 156.8 170.6 186.3 202.9 227. .， 255.9 289.3 344.1 422.8 
{自)(円) (~ IJ 56.8 54.ち 51.1 49且5 45.2 42.4 44.3 44.3 42.8 43.1 
I略目nUl臨時ii 106.6 116.8 129.6 155.1 171.5 201.4 226.日 253.4 301.5 401.3 t(~) (問)(~ 1) 42.0 40.6 38‘B 41.3 38.2 37‘6 39.1 38.8 37.5 41.0 
.，，:・企庁 '1匝RJlII碍置脂隼・. (1975皐..固SNA】‘岡町田R・宿町'ー.. (198 曹草...SNAI.同'.奮闘董・t!i.
大量.'量入金書瞳肘草輔a、.S'"'事置圏直酎圃牽・t!i.、同，，，.カ周章卑..、"..'旬月.".肘.c‘畠車唱f'・..
富岡量・告』、同『島置周章..同『・量セン申且』
住 E】 遭買価値肱‘ E 略.".~l)平均園内崎生量的重量であ畠， 1955.~lOO. O~ t. τ・量生Lた・
21 蝿.O>措置I:S.1司圃".ヨ唖平均園内‘生..100・ot:t.て・at:t.たも時で畠晶.
:3 ) 国 ..Ø>.. ・内容について位、本文..圏内こ~ . 
-101-
那 2・1-3表 価値の定量化と賃金水館
層 年 1975 76 77 78 79 80 81 82 83 84 
生直的脅 11 略目~~・1. 2524.9 2851.4 3148.9 3500.1 3779.0 4158.7 4348.6 4584.1 4673.5 4898.5 
{円}('~) (D .) 232.8 236.5 241.0 245.7 249.6 257.2 256.7 261.4 263.0 260.9 
E世・1同Iml(pj) 1949.1 2195.0 2412.2 2650.9 2855.9 3104.6 3228.4 3395.0 3460.3 3599.1 
(ヨ】 (歯.) 179.7 182.0 184.6 186.1 188.6 192.0 190.5 193.6 194.7 191. 7 
l 岡田U~HI.!国内見 1084.7 1205.8 1306.6 1424.4 1514.01617.01694.31753.91777.31877.1 
拙(PlMXI .) 100.0 100.0 100.0 100.日 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.日
11' I (量E】 7.50 6.75 6.23 5.71 ち.38 5.03 4.80 4.64 4.58 4.34 
f町削事 (1) ι9.7 ι10.0 b7.7 ι8.3 115.8 116.5 ι4.6 113.3 bl.3 115.2 
l 岡田骨量~n量E刊 889.5 960守9 1049.6 1110.5 1170.3 1253.0 1335.0 1393.6 1433.7 1485.6 
買t(明} (D .， 82.0 79.7 80.3 78.0 77.3 77.5 78.8 79.5 80.7 79.1 
l両国自旧日I1it 475.3 527.4 575.6 606.8 645.1¥ 695.9 730.9 758.5 779.4 800.4 
(男l(円)(D l) 43.8 43.7 H.l 42.6 42.6 43.0 43.1 43.2 43.9 42.6 
11I目!刊UI臨時u 455.0 481. 5 555.1 ち77.5 598.6 631. 8 666.3 692.9 712.1 731.3 
ま(~)(問)(量 1) 41.9 39.9 42.5 40.5 39.5 39.1 39.3 39.5 40.1 39.0 
郊 2-l-41i 価偵の定量化と賃金水 ll~
!日 11'- 198宮 86 87 
生直闘量目 Ilj;~~'. 5043.2 5257.9 与613.7
(PlXz) {島自} 257.1 262.7 270.2 
E自・1岡田nl{円) 3715.6 3838.1 40ち0.6
l3】 (D .) 189.4 191. 8 195.0 
1 1I1111U~ 干h囲内見 1961.4 2001.2 2077.6 
日{円~"rU II 100.0 100.0 1UO.日
1 A I I (Cl) 4.15 4.07 3.92 
刊帥事 (1) ι4.4 ι1.9 113.7 
11151・ln.Uf司 1522.0 1574.7 1597.0 
日{円} (D 1) 77.6 78.7 76.9 
I 町目2・~HIU 819.3 836.0 852.8 
(~l( 円) (D 1) 41.8 41.8 41.0 
l司自由・UlI:lIU 747.6 764.0 780.6 









であるや剰余価値(M) =付加価値(M 十 V) 一平均賃金(v ) 
①「価値形成の次元」では、 1955年62.6%、60年132.7、65年168.5，




















第 2・]-2問、第 2-]-]叫 4表より、高度成長期、祇成長期を過してイ
ンフレーション(:;画質減{面)が慢性的に進行しているため、 1975年、 87
年の通賞{価値はそれぞれ 1955年の13分の 1、品分の 1に低下している。
これに侍って 1975年、お7年の総合物情指数はそれぞれ1955年の131音、 26
情に上昇している w それを後遣いする形で1ヲ55年、 87年の製造業平場賃
金指数はそれぞれ ]955年の]2筒、 211-音に上昇している。
第 2-}-2図の下段より、通貨栖植は高度成長期()ヲ55九 73年)には 12
%内外で低下 Lているや低成長期(75年以i議)に入ると、通貨減櫨率は













;n 2-2-1夜 t五年利洞と総 t~下資本、平均利潤率
62 63 
肝 1ド 1955 56 雪7 58 ち9 60 
61 64 
卒園町1向IIU{I円) 62.9~6 70.410 80.397 80.266 93.595 114.497 136.782 155.965 17~.998 195.292 
UII置①(聞) H.871 ち3.826 59.633 65.457 
lH UI2l{D円} ヨ75.107 447.210 498.201 580.422 
うちi!.J.t1<目円) 249.623 302.811 348.301 402. 166 
11lllU・/.0;) 12.0 12.0 12.0 11.3 
E直UlIKU(X) 22.2 18.8 19.5 18.2 
第 2・2・2表 fz年利潤と総投下資本、平均利潤串
肝 {~ 1965 66 67 68 69 70 71 72 
u:岡田両IItf(D~) 209.015 242.566 288.777 335，867 396.407 471.397 504.061 568.915 n" JI①(聞) 64.196 78.395 99.393 108.047 129.746 158.624 146，459 153，561 
!U HI2l(聞) 657.184 719.503 824.322 985，025 し163.&91 1.403.449 1.621.015 1.793.224 
うも量UlUt円) 457.930 505.920 581.001 688.518 847.593 1.037.314 1.214，300 1.343.213 
刊ftU-/.(X) 官8 10.9 12.1 11.0 11. 1 11.3 9.0 8.6 
IH lllU'(x) 16.0 18.1 21.0 20.1 21.2 22.1 19.2 18.7 
第 2-2-3謀 総年干IJ澗と総位下資本、平均干IJ澗事
肝 年 1973 74 75 76 77 78 79 80 
mlltm.l{聞} 711.073 836.880 901. 781 1.025.037 1.120.259 ¥，223，823 1.311.769 1，417.176 
E車問調①(聞} 187.169 174，307 162.279 208.184 220.355 269.6ヲ2 297.794 319.010 
elH 1*-12> (聞) 2.105.103 2.643.649 2.972.308 3. )&4.287 3.502.324 3.638.417 3.948.034 4，592.引 3
うちまi企I(目円) 1.578，562 2.031.909 2.295.548 2，480.070 2.703，129 2.798.190 3.049，877 3，547.388 
刊lIl'-/.(X) 8.9 6.6 5.5 6.品 6.3 7.4 7.5 6.9 
ru干lIft11f<X) 20.1 16.2 13.3 14.9 14.8 16.7 16.9 15.4 
節子2・4表 li年利潤と総投下資本、平均判罰串
JI:f 年 1981 82 83 84 85 86 87 
utlJaflJ(生直mn 1. 489.646 1.544.161 1.579.690 1.675.¥67 1.747，834 1，787.037 1.857.229 
E年耳目(1)(聞} 315.879 317.235 305.372 349.380 391. 584 380.828 429.609 
m' UI2l (聞) 4.867，403 5.192，975 5，273，449 5.411，878 5，749.541 6，061，雪68 6.233.916 
i ち !Åtl(I~) 3.799，066 4.113.514 4，192，788 4.337，741 4.668，433 4.969.068 5.172.863 
開閉伊/.(X) 6.5 6.1 5.8 6.5 6.8 6.3 &.9 
















6.s 10 7s (0 ~r n f司、.t)
皆調:・企".圃奥田帽檀酎a・・.(1975埠E・回 SNA)、同 E・R・罰酎....(1989ー ・..暗SNA)、田町田富田重・・a大..量A企竃檀酎隼・a、..".事量厨・酎図書・5，、関・".J相周董皐・a、"..r・1.".酎費量a‘轟本...軍・


















































































、--"・ d ‘・' 4町、、、.















第 2~3~1-1図の上段より A 農業平均の収益性水準は 1960----68年には46



















































65 クo 1%0 6!J 70 




































































第 2-3-ト2阻の上、下段およ U'第 2子 l寸図の上段より、 1事60....70年























3. C鉱業、 E建設業、 G運輸・通信業の収益性
1 ) 鉱業の収益性
第 2-3-2図の上段より、実棋の C鉱業の収益性(1時間労働当り純生




破韓の 1時間労働当り[平均賃金+平均利潤]は 1960年の 112.1から






123， 80年以降には 127内外に拡大して推移している。 78年以降の鉱業に
は相当の独占的超過利潤が存在するといえよう.が、 80年以降は逓減傾
向にあり 87年には 104.9になっている。
第 2-3-2図の下段より、独占的超過利潤率は 1960--77年には 8%内外
で推移している.だが、 78--79年には 16.8--24.2%に上昇しそれ以降は
16%内外で推移しており、大きな独占的超過利潤率が成立しているとい





































1960 Lt 。 7f r~ーム.晶司.l...fo tS 'i7 
l司法〉
Lう1.) 
24t 叫 1Md寺 -一・〓t ム ~，l;t1白骨
16ト \ーノ\止~\/'-へ t 
8E \ーヘにじv____ 一三~ ----
Obi I 1 I t I t I 唱・・ ・・・ I I I ，司自 .ii-7，， s 














































































































'S- 守口 骨 i'O ts B7 l1l't[) 
ヨr 在職J.l~ ~柏崎
; 1--¥Jヘ、J 判中liIT¥'キ:~r===K、::!二ρ/'
/9t。釘知 7， t~ ~t 87 
第 2-3-7図 H却売・小売業の収益性
140tH.tpl.，Jtt鈍1，¥ (刷、生件均刺均3
























































































tr 70 7~ 
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第 2-4-3図雑穀・豆・いも類、工芸農作物作単一経営の収益性












































































t!; 70 7S ro r f7 
l~早宅}
第 2-4-5-}図みかん・りんご作単一経営の収益性






I~ t2 /，S 70 7!i拘 g- i7 
l耳>x)
第 2-4-6図養蚕単一経営の収益性
1∞..ι(寺内唱をすー 】如. • i .• ..~._.~.J. 
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第 2-4-7-1図採卵養鶏単一経営の収益性
l∞r 糾1生寸申¥;It¥コ・ ~ --P-~-."~_. ー ーー如卜ー ??f-1…/・-..-.....持句ゑ也氏'';，(1同〉
回tpTf/「ー『~-J4』『・-----

















































に上回る 55前後の水準で、 80年以降は若干上回る 45前債の水準で大きく
変動・推移している。だが、他産業平均賃金並みの費用価格水準 (C+ 
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70 1t ~D F:r i"7 t当剖
第 2-4-9図肥育牛単一経営の収益性
司Eも守主是=元l企阻〉























るが、 80"'-81年には急落し 35.1になっている。 82....86年には41.8から 55
一一135-
第 2-4-10-1図北海道酪農単一軽営の収益性
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昇して 42.0になるが、 76年以降は再び低下帽向となり 87年には23.9にな
っている.80年以降は農業臨時雇賃金の水準を大きく下回っている。い































破棋の 1時間労働当り[平均賃金+平均利潤]は 1960....70年には 131.
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破棋の 1時間労働当り[平均賃金+平均利潤]は 1967---7 4年には 107
内外で推移しているが、 75---80年には 113.3から 143.1に逓増し、 80--84 




にあり 33.2から 153.5に増加している。 76年以降は減少して 108前後で
変動・推移している。当部門には相当な独占的超過利潤が存在するとい
えようー
第 2~5~2図の下段より、独占的超過利潤率は 1967........70年には 15% 前後
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大な独占的超過利潤が存在するといえよう。
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一一 145一
当り純生産)は、 1960--74年には184前伎の水準で大きく変動・推移し
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にあり 8.3%から 22.0%に増加している。 67"-72年には21 %前後で変動









8内外で推移しているが、 69----75年には逓減して 143.5になっている。 75
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り純生産)は、 1960-----62年には394.3から 335.4に低下しているが、 63-...
69年には上昇して 459.0になっている。 70----75年には低下傾向に転じ 38
5.7に低下しているが、 76年以降は再び上昇傾向に転じ 86年には534.5
に上昇している。
















150トー "i:¥)"も証.-.-， 1 
1∞l; 回・ー一一_，.J 一--
o 














1∞i二二二三二二二ー -ー 一一一一一一_.-ι 『
~~O ，tJ・ 6t 





却iτ 可守守山…司守司 ~"~l"~ 守…~"~噌~".O D.:..J・可? 『守-"T-'"f r.--，~可・可"~"守・司・ 4 ・......114-...・守・守・ 4 ・..~・ 4 ・噌・ 4 ・ 4























































6S 10 '7r ro 付 rb (~注】
lμ1 
~[ 川町内寺 同時抗?叫
却ト l 7¥ l i I ¥一、.../¥¥
10 ト~ 0- ~ 0- • ~. ~ _ • ~r _ . 
OI.J....L.. 








19t. ιt 拘 'l! ro rt '" t司;t"























破韓の 1時間労働当り[平均賃金+平均利潤]は 1960--63年'には 155
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働当り純生産)は、 1960--75年には低下傾向となり 219.8から 160.2に低
下している~ 76年以降は上昇傾向となり 86年には186.9になっている.
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破韓の 1時間労働当り[平均賃金+平均利潤〕は 1960----64年には 123
内外の水準を横ぱいで推移し、 65---69年には逓減して]01.4 になってい






















































































































































































第 2-1表および第 2-1-2図{第 2節)より、 i重賞減価率は71---72年に
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費調 z岨企庁 E国民酎帽喧肘畢・. (197!o惇.'田SNA)、同首園..扇町宮阜帽J (1 989卑.'肩SNA) .同'田富関壷・.J
大量軍 E睦Ae..肘畢帽.. .1庁 e事.贋岨肘闘葉植量』‘同 r".力関葺畢帽a‘"..r旬月薗伺副E肘.c、轟車.r畠宮舗
調踊量l.e.、同 E員置関室..同r置-t::!.-守;1..
t 1) ∞蝿・円肉縄全量・値比U.A-H'"臨g円両国内崎生産町健相で島畠寧'崎圏内純生血1-100， 01:1-た場合舟それであ6，QI 
..円町値下".時田・.Jt.U.A、HI>蝿冨円舟担下".司圃向."I-I00， OI:¥.た・骨骨骨ねで1:>6.








第 2-8-1----6図は1961年、 67年、 72年、 76年、 81年、 86年の諸部門聞
の涜出入価値とその内訳の実態を図示したものである e これらより、 A









81年には A農業の涜出価値10兆5.563億円(ー7.1 )に対して D製造業の










! 目制 lJ-;…: 
C+V+p-a 
~C+V斗 p
量面的弱者 間益性 制的弱者 1ft益性
住)C;相的量費、 V;畑費、 Y' ‘ V\v; 制、書面~ tL f~費量費、 P;干均羽目、 p;干均利自目下向調自



















































































61年農業用機械182憧円 (0.13)、67年化学肥料398億円(O. 14 )、 72年
農業用機械547憧円 (0.10)、76年2，340憧円(0.23 )、 81年配合飼料1.










































































































































234 (0. 04) 
325 (0. 06) 
570(0.)0) 
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E 年 1976 81 86 
事量的圃肉質 t1 1.025.037(100.0) 1.489.646(10日.011.787.037(100.0) 
f ^  o I目①罰 5.2凹(0.52) 5.364(日.36) 5.840(0.33) 
向刊日制問 @自 419(0.04) 741(0.03) 砧 2(0.04)
k l占何回開(AJOl罰 4.870(0.48) 4.623(0.33) 5.178(0.29) 
72.142(7.04) 
6.8 







































1. 247(0. 08) 
63(0.00) 
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t.耳 70耳 75両 宮崎
石1日
C 
u: 1) M: *割問問事画風、 m・明事陣画、 V:?1・刃向価値 t恒噛}、 c 拘的糧費旬 M~ m (Cj + V. + m，' . t1過マージン{蝿樟星通
費+商置問調}屯宇JI.. "且爾崎生ft.目:且置鞠向闘員睡費、
2) B 拘置関IUt脂庁『量直通園.J、そ向島町賢闘について1i1ll2-4患を事岡町こと.
ヨ} 拍車li*圃悶圏内純生直幸 100.日とLたも町であ晶.マイナ旦町民号(-)IH:.出価値をJ!民する.!iU".については劃 2-4
fi苦'鳳向こ t.
第 2-4表参考表(第2-9図)
年 E 1960 65 70 75 日0 85 
E骨量 1帽~n.ω 201.2 害97.4 916.3 19~9. 1 3104.6 3715.6 
{同} (~ 1> (146.2) (¥号(..7){¥7¥.OI (¥79.7) ( ¥92.0) (189.4) 
l町目司自制問lG向 137.6 253.6 53ち.8 1l!14.7 ¥bI7.0 1961.4 
見uw円(~ II (100. 0) (! 10. U) (ll1l!. 0) !l 00.日) !lUO. 0) (¥00.0) 
\11目íI・ ~W~ñt リ7.2 175.7 3'55.5 自制'1.5 12弓ヲ.0 ¥522.0 
(Pi) {量 II (70.6) (u<l. 3) (6(，.3) {自2.(1) (77.5) (77. 6) 
111目 11・ ~'~1 1H1 58.8 12b.3 198.日 ち25‘1 510.3 585.5 
l円} (~ l) (42.7) (49.8) (37.0) (48.4) (31. 6) (29.91 
Uill.l'!l(t!(聞)114.497209.015471.397901.781 1.417.176 1.747.834 
(~ 1) (1 UO. {) (1 UO. l) (IUO. 0) (100. U) ( IlO. 0) !lUU.O) 
u守-;i:.-HHII円) 15.115 23.951 53.268 94.914 133.77ち 146.327 
(M・問} (1 1) !l 3. 2} (11.5) (l1.3) !lU.5) (9.4) (8. -1) 
tUl向自E量目(8) 2.572 4.571 7.642 15.851 23.&90 34.058 
{目円} (1 1) (2.2) (2.2) (1. (，) ( 1.8) (1. 7) ().9) 
tI刊11世 {自円1 32.7U3 42.238 75.UU9119.103 14弓.412 1&3.610 
(V'm) (1 1) (28. (l) (20亭2) (15.9 ) (13.2) (1[1.3) (9.4 ) 
t 1 Jt :tICM 13.975 21.03b 27.719 57.65R -15.89日 48.840 
mll (~ 1) (12.2) (¥O‘¥) (5.9) (，.4 ) (3.2) (2.R) 
膏伺:岨企庁 e国民府帽・M早帽. (197!)陣E ・回 SI'A】‘同『国民崎担割軍陣値I (1 9 B 9卑置・踊 SI'A).同 E固奮闘重帽置』
大il'lrr佳 A企畠値制草.....庁官事置瞬眠制国軍.告 I.同 r".力関室箪岨.. "・官 F町11.".計費瞳a・畠車曹 r._. 









ある。 V十 M(価値形成の次元での農業付加価値)は、 21兆4.017億円































農産物の消費者価額(生産者価額+涜通マージン C十 A+ B )も農
産物価値 (C+V+M)の43%内外で相当に小さく、消費者の家計を圧
迫するものになっているとはいえない。
1) ~菌雄事U 、 1960年度でU青果軸商量買事20% ，食肉商重責本 18% ， 66-67年でlilllll商量貴本(計 )8%.U 
軸商量資本 18% ，食肉宙皇賞本 13% 、 72~73年で IUI童画面重責本(計 )6%、育里画面重責本 10%，食肉眼.*9%
であ~，



























































































































とその広範な周辺部に対する広域消費市場化 41 J、 「局地化された地








































































































2 ) 青果物、鉄鋼却売・小売業の 1時間労働当り純生産の算定方法
と資料
この算定には、次のような資料を用いた。通産省『中小商業基本調査
報告書.!! (1961年 2月 1日現在調べ)、同『第 2回商業実態基本調査報
告書.D (1967年10月 1日現在調べ)、同『第 3回商業実態基本調査報告
書.!! 0973年 7月 1日現在調べ)、同『第 4回商業実態基本調査報告書』

































する。 I3) Jとされる P
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民 A却2拍 2刃Z旧 耳目
1叩 1日
1∞ 1∞ (~号唱t~ 'k司向拘).!'::..
日 寺均五 日。 。








0 立 lit卸値車問‘完伺. 2嵐田ほ中園JI.3it開u....で晶b・

































第 3-1-2図の下段より、鉄鋼却売業(計)の利潤宰は 1967年の8.0% 


















い。 78--79年、 86年には実親が破誌を上回り 66-130の独占的超過利潤
が存在している c







































































( 1時間労働当り純生産)は 1972---73年から78---79年には 192.3から 288
.8に急上昇するが、 86年には急落して 209.1になっている。




は91.1から 191.8に急増するが、 86年には急減して 112.8になっている。
当部門には相当な独占的超過利潤が存在するといえよう。
第 3-1-3図の下段より、独占的超過利潤率は72----73年から78--79年に
は28.8%から 74.2%に急増するが、 86年には急減して 40.4%になってい
る。当部門には相当な独占的超過利潤率が成立しているといえよう。
当利潤率を製造業平均利潤率と比較すると、当利潤率は72---73年には
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卸売車調は荷受合11.仲卸高司∞は申園間‘仲間..QlUll健闘であ晶.



























































1 ) 第 3-1-4図の見方
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増し、当規模以上では 100----299人規模229.5( 162人規模)、 300人以上
規模236.5(429人規模)と撒逓増である。 50人規模以上でプラスの超過
利潤が生じている。






























者はそれぞれ25人と 129百万円、 5百万円、卸売業一般の l次聞は28人
と620百万円、 22百万円、鉄鋼 1次却は46人と 1.971百万円、 43百万円で
ある.従業者 1人当り資本規模では、青果物即売業者は却売業一般の 1
-219-
















































3%から 39.2%に増加する。 50...9人規模になると 182.0%(71人規模}







































































































































大量の高jjt ì! ~h ，その転遣を子 Jt草者が量者を制ft: L 支配すb副市制撃であ ò.
2) tu.ι山日64]、山口日制、佃[10司、制日lJ、吉田[93]、時三日町田害時Eのこt.
3) i' [15当時2制 Eのこt，
4)砧[15国p.96
5) 吉田193]p.213
6) 柑[141つり p.147 
7)佃[64) pp.1 10-116 
8) ミ目[5]p. 1. ~ [80] r'!lのこt.
9) 1園[82]p.20
10) 1. [82] p. 6 
~227-




14) 三目(80)p. 81 





















1 ) 第 3-2図の見方
分析指標の意味内容については、すでに第 1章第10節で明らかにして
いるので解説は省略する o 142.9......195.0の破韓の総労働 1時間当り価値
助と 100.0の 1時間労働当り平均囲内純生産ωの差額は、 1時間労働当
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第 3-2-2因果実流通マージンの分析
軍主弘j;"l・ ~.-I ~'iI1F II~rG喧的ýi<也(!)
_----1.---------.--・


























































1 ) 第 3-3図の見方
第 3-3図の上段の(1)図は、青果物の労働の大きさにもとづく最も具体
的な価値分配の次元での価値(c十V+m) と涜通マージンモデル(M 





青果物の Cは、農業生産資材の実際の価値であり、 C' はその価額で












経費(1972.----73年)1￥t : \t.~ Ol.J1) 
t.・J，.1>.)) 
T. 110' (.1) 
c. " I (I.~) 




ω価値モデル ド 刊 i-I<-e
乙ー咋一一一一-.V一一一一品mイ←-c，守叫 TIYI戸一ー ナイー 、{.、("'，41 マ'.0 (，.・.0) ~/n，'" 
E・O.品 (Jl.• ) 1 (l>.吋 Cr?払3
r 1. )'1酔 1/.抑~ 17，7.21 I 3o，lH 
J;:;;;:;lui:::ν 
I1:>)1【 U，')
r:>.，) _ Lc..)J 1 1 (>U) 
~_!~'!_:___ _1?~~:~I 1 .，1べ，p¥oO








d ・].， ll.t) 
L主) M:本副的制f/l価値I rn;嗣命価値.V:兜働力申価帥{価柿}
c:拘Ir.Jltft.M-m (C ， +V ， +m，】純作組組E帽+~J!制調) ..，デh
a : lIi量以叫の収入...b : Ja:IP (oIltP'元卸). c ; 2a:IP ('1'悶仰}
d : 3政問UlIHP)• e 生血V-J縄過問










(1)図の青果物流通マージンモデル(M -m )は 13，394憧円(76. 3 )で
ある。これに対してω図より平均利潤辛の法則による修正涜通マージン
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ω価値モデル ト 門 j.-e-~ 
ト一C一-"l.‘一一一一v .'斗十!ト，円川山町山→ι一-c，守v叫.守問「→-→"'. 
. 引 叶
I (えL| ; :コ，)じ仁::口川;:r汁.)川)I *口!;山九】 | 
ー品 11 円(~'j，n ) 
( l. ~) 
1..12且
( 131・2 、

























己主 M:本闘的嗣企画値， m:刷命価値. V:労働J)曲面崎 t価崎}
c:物的I1n.J.I-m (C ，-t V ， +m，】 (m>蝿油田+両Jif'lR) 司~7''''
. :由毘以外の1X^ tA.b : I !:.o(DlP・元1P). c : 21).:'P ('¥'I:l'Ul 
d : 3杭"【nn.的..生nr:1阻過n
c:倒的n..:民生4. d:飽山価値 (c'の-IZ)




年 E 1972-73 78-79 
ま骨量 l 略目~~n.(3)( 円) (t 1) 1284. r1( 176. 3) 2753.4 (187.1¥) 
]時目骨自~n均圏内量生E臼〉円 (量 1) 728. 4 (J00 . 0 ) J 469.2 (I 00.0) 
]1.1間目別刊日(円) (1量} 534‘5( 73.4) 1140.1¥( 77.6) 
自問 lliA叩~ ~ It生!(円} (t 1) 271.1(37.2) 654 . 7 ( 44.6 ) 
ftU (t 1) 244.6( 33.6} 611.0( 41.6} 
lU (D 1) 297. (，( .，0 . 9) 698.3{ 47.5} 
Ul1 時;U~~量生産(円) <1: 1) 2033.2{279.J) 4729. 6 (321 . 9 ) 
日l問自主+刊閥J(円) (~I) 1050.4(144.2) 2051¥ . 2 ( 139. 8) 
UIJ却Ul 時E自由~~量生直(円) (量 1) 1217.5(167.1) 3732.1 (251¥.O) 
同[問日→刊耳目1{円} (m 1) 706.6( 97.0) J388.9( 91¥.5) 
自lIJ品売11時間目~~量生!(円 )(i 1) 1¥50. (， ( 61. 9) 828.9 (ち6.4)
同[刊H-t刊開](円) (~ 1) 594. ，( 81. 6 ) 1251. 8 ( 85. 2) 
111王11時国骨量3りU!{円) (i 1) 161.1(221.2) 3656.5(21¥8.9) 
同[刊jit-t刊閥1(円) (量 1) 1611¥.2(221.6) 2696.7 (183. 5) 
主要な質調 島本官官且曹のIfll到に品た..蝿揖a‘適宜書官工賓館副量 J (量車・ 1.大量司fr 8:入金量健肘軍帽E
-239-
産価格)は39.8%増大して 7.242憧円(139.8)になっている。この修正











1 ) 第 3-4図の見方






内純生産(4)の差額は、 1時間労働当りの涜通マージンモデル (M-m::= 
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第 3-4-2図下段より、 1960---85年には 1時間労働当りの果樹作の涜出


































































































































































































MRは、上記DDに対応する限界収入曲線である。 mc 1 、mc 2 、
mcョはカルテル参加企業の個別限界費用曲鰻であり、 MCはそれらを





m~1 mc:. mc)¥ 門C D 
門R
O 
9， 9. 9J Q. ';("，-王 Xm 収量
柱 I) DD: カル子~.聞の量定村長国附産量書聖曲I<i占軍門のま富要曲量)0=自由量争(施商品量首)干のま富要曲E
P:事占面器の上回 P:参入E止跡、P同;正富ll(量争画量)、X四;自由量争(員商品軽革)干の長目的富届司首量
MR;DDt封応すb目ItA曲白 mCt‘mc:z、 mcョ;方ルテル参画企霊の園田臨界費目曲盤、 MC;菌記の園周囲専問
曲Ir水平時計Lた産主主体の園事費目帥、 ql、q:z、qョ;園田の量有再生産量、 Q=qt+q:z+Q3:産量生体の前
者生産量、 x; ー早世のE率的重量生産量力 it~tii在的書入賞杭Hl酬生産量、 X 園 -x; 事占草円の長岡崎甜柑E
2) 上記Il商品量昔Jli3:の諒件を富士す豊富北11'U.!Ii占的産量S円でも十骨t極陸量争が有bt"(iE:i面高(量争1:










































































DIDlは現実の消費者の需要曲様である P1 、Qはそれぞれ D，Dl
の下で成立する競争価格(C + v )、長期的需給均衝量である.
D 2D 2は、次の----耐の諸条件の下で成立 Lうる純商品経潰下の需要
曲韓である。 I独占的産業部門でも十分に価格競争が行われて生産価格
(競争価格 Pm =C+V+p)が成立している i農村の低賃金格差
構造が是正されている(農村の低賃金 V →他産業平均賃金 V ) .員i低賃
金および産業間・企業聞の賃金格差が是正されている。 P2は、 D2D2













住 1) 0101;現実の市費者の需要曲盤、 P1:=C+v(現実の量争画自)、C;軸的経費、 v;制日臣賞金‘ Q;長目的蓄量柑量
02D2;韓商品量首干の富要血量、P2=C+V-C十V+m(範商品豊富下の量争画担)‘ V;色産量干均lt.m;調書歯車
2) H:[/t商品蹴Jlio:の諸条件を講tす量歯車Eであt，{l)制的産量軍門でも十骨仁画担量争が折hht生産価IH量柑1;






























































小北され、その結果 I図のように逆に消費者の需要曲韓は DzDzから D




















12) 福田[131.lp. 25 
13) I 限界E理 I 中山F祖B届『量語辞翼』青尊書E覇社、 1967~.pp. 158-159 
14) こhは、近R軽自字の自主T川、 I過MllJt陪~'('M. 遇制草草でuから t いって、それは~'nも遇制蹄 tli~U
っかtい.富結均置の場合も川、富要超過の場合もM.ここでli酬を制均置の唱告を!:{L'(¥16. *)1-司 rll~軽自
分析』士明堂、 1967~ ， pp.174-175ゆEのこし皇室の主体均宙論世多OHt軽請字tよってIIさせられTい6.


































業者をとりあえず「地域市場を単位とする制度独占的 z手数料商人.iI J 
と性格規定をした@





















































































小化され、その結果 I図のように逆に消費者の需要曲韓は D2D2から D
1 D 1へ強制的に下方シフトさせられている。






















格)の3.9倍、タイ産米 2) の7.4倍であったが、 86年にはアメリカ産
米の5.9倍タイ産米の 11.8倍となったヨに









































































































































































































































































本章においては、まず(1 )農産物価桔の限界規定、 ( 2 )生産調整





































(花回目2]p. 232 )という見解である e ただし、当経営は「土地条件



























































最劣等地に「限界生産農家階層 J (白川白17Jpp.152寸61、p.184 )、
『最劣等規模経営 J (栗原 [60]PP.I10-111)を代置する。
白川氏の「限界生産農家階層」説は、最劣等地の費用価格は検出しえ














@書世エン1.HjHの小師でM.差歯車問I開請の制をめぐって7"'"J..方式 t 工ン 1"' J..拭 t 柑〈拙してい~.
耐の:UI.:Ii田ftl[24]、州力[29]、自高官[33]の~tl;D' \I~.量者の:Utli自)11描[31]、花田ta[69 ) 
[16]崎止がいo.IH it Itl;li? JI.-? J.拭の坊はちなれ川崎告は@量日い111(限界)館書J~ (附








































茸出方法である。 4) J 
梶井氏の「反当平均生産費をとるということは、平均的資本装備によ






























却ー 、ー 、ーー一ー '---ー-'ー マー戸ー， 、ー~ . ー-".ー“d 、ー-.，.--.-J '-ー-r-'~ t 士?幸止中官九
"'ie. ~を i 有量回 IY -H-) 





注 1) 圃量.=I (埠崎別R・ー全国平均値)+量圏平均値I)( 1白o.0 .u 3均草".平均.音寄ら包3均車平均I.t.:島町.."晶.
2) :.よでU 、ヨ~1to舟健康崎轟宮町周'"恒町鋼定聞眉}であ晶 O.5-1.0ha 帽何...Jlø>J'>を..1.てい晶.
ヨー88ー
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賓刷:旬血車智 Z章生E冒同室J (耳t..)、白金竃庁 'lt・生車種町・・ft2aali関室a






























(①65.0 a 、@0.5....1.0ha[41.9% ]、0)13.4%)、中国(①60.9a、
@ 0.5---1. Oha [ 44.8% ]、0)11. 8% )、四国(① 61.5、@0.5......1.0ha 
[ 44.8% ]、 @10.2%)、九州(①69.3a 、②0.5---1. Qha [ 35.6 % ]、





















下 J、1.0---4. Ohaでは r3.......5条植え J、4ha 以上では r6粂植え Jが
-298ー
全国)農機具の作付規模別10戸当り所有台数(1987年、5-3-1図第






91 8~ 1~ ~1õ- ~i7. 主唱rr-_ .: .， ~ .， ~ J ~ S ;.~H. 
;メ
1 r "" ，/ 
。舎。3630J AC :f
























































コ下 h・~ .. ("'\合 I. ::l. ....h~)







































曹洞 'A*智『景生量'圃~I (.~・竃 3
第 5-3-2図 農機具の地域別10戸当り所有台数(1987年‘0.5-1.Oha開眼)
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構成比は「一般的正常な組合わせ J (第 1章第 2節の 1の 1) )の場合



















1) この見踊仁立つ論者にU、自 ßl捕、性骨両皇、耐久士、監島E障の諸止が \l~，削|陪7)pp.152-162、
~A [U田PP.38-40持Eのこし
2) t自民昭(118]p. 97 
3)制圧18]p. 82持駒山，
4) 1~~[51]pp.76-79r事Eのこ t.
5) 提井[5lJp. 74 
6) I井[51]p.78
7) 車E百書[60]p. 111 
8) ~~[ll日 p.23 、 p.26
9) 肝 l31pp. 247-249、[136pp.339-342持里のよL
10) I井l5l]p.75
11) ttllltffi 白2]pp.223-230r 事監のこ~， 
























第 5-1-1表 水稲作販売農家 1戸当りの全国平均作付規模
(靴 a • X) 
年 ま 1970 71 72 73 74 75 76 77 78 
制服(A) 90.4 82.9 87.4 89.9 91.3 93.6 87.3 90.4 85.2 
開腕(ぺ 62.8 59.2 60.3 61.6 64.8 67.4 69.0 64.2 63.8 
匝定員軍事 86 92 93 93 94 94 94 96 96 
側蹄(C) 71. 3 70.7 70.7 71.9 72.1 71.5 73.1 72.8 71. 6 
年 R 79 80 81 82 83 84 85 86 87 
制服(A) 83. 7 80.3 75.8 81. 7 78.5 85.5 87.7 92.4 89.6 
61.6 60.4 60.9 61.8 64.3 66.0 65.9 62.8 
E完皇軍事 96 94 95 95 95 96 97 97 97 





第 5-1-2表 農業地域別の水稲作販売農家 1戸当りの平均作付規模
(軸 a. %) 
年 ま 崎重 tt 北陸 間.t山 草書 重量 中目 四国 九州
側蹴(A) 437.7 116.3 105.5 77.2 65.0 63.7 60.9 61.5 69.3 
制服(町 312.7 96.6 87.8 57.8 44.3 45.8 51.3 46.9 53.4 
E完皇軍事 99 99 99 94 94 96 97 95 97 
制服(C) 71. 6 74.4 71. 7 69.5 69.8 69.6 71.4 69.9 
住1)停骨量・ (A)1:.雄、且車.'章生量聖聞壷aに旭町晶且薗旭幽明暗*・iT.t・.1JlfI!l唖町平均停崎・・で島晶.























第 5-1-2表の作付規模 (A) (B)は1985年おける農業地域別の平均
作付規模である.北海道は作付規模(B )が 312.7aであるのに対して
作付規模(A )は437.7a 、同様に東北は96.6aに対して 116.3a 、北陸
は87.8aに対して 105.5a 、関東・東山は57.8aに対して 77.2a 、東海









た前節を踏まえて、 f走者の方法を用いた。この場合O.5 --1 . 0 ha階層の龍
平均値がそのまま使えるので、簡{更な方法である。




























































































海が 2回、関東・東山が 3回、九州が 3回その地位を占めている。 65--
74年においては九州が 8回、東北が 2回その地位を占めている.75--87 
























水稲作販売農家の服売ルートは①『政府売 J 、@r自主涜通米 J (19 
69年に導入)、③「予約限度超過米 J (71年に導入され87米穀年度から
自主涜通グループの扱いになった)、 @r特別自主読通米 J {80年)、
@ r他用途利用米 J (84年)、 @r自由売」である。
①「政府売」の政府買入価格には、 79年に 1--日類の品質価格差が導
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第 5-6-2図(上段)において、 『対の矢印 Jで指し示した水稲作、農
業、製造業の実韓は、 1時間労働当り純生産(価格水準、収益性)を示























10月末の政府古米在庫は約300万 tとなった。さらに、 69年まで 3年連
続、米生産は 1400万 t台を維持し、需給関係が約200万 tの生産過剰で
あったため、政府古来在庫は累積して 70年10月末には720万tに遣し、
構造的過剰が決定的となった.
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当事業の実績は、 139万 t、34万haで、目標達成率は 139%であった。こ
のため、米の需給ギャップは69年の約200万の過剰生産から 70年の約70
万 tに減少し、 71年 10月末の政府古来在庫は約 130万 t減少して約590万
tとなった。






























江竺よ 日照 ~純 目標制!H~盆目保i面倒 調?主:Ut 調整i記聞 達成車(Jjト;，.) I (-f・h.l 0;トン} 十l'h.) {稀}
46年度 230 226 541 98 
47 215 233 566 108 
稲作転換対斑 48 205 230 562 1J2 
49 135 130 313 98 
50 100 ]08 264 111 
水山総合判川.l.t夜 51 215 ー 194 9] 
52 215 212 99 
部 53 391 438 112 
54 391 ー 472 121 
JUI 55 535 585 109 
水山手1) 川 部 2Mの基本 677 ・ー.....・ー .ー.・・・.ー・.....，・，ー・・.-..・ -・・.-..-....・....ー...ーー.，・".
z 56 631 668 106 
57 631 672 107 
11;制対策
IU 58 600 639 106 
第 ~~.'?_l!.~ 600 ー -・....晶・.・ ・ー・骨晶島 4・・ー ーー..-ー....................ー. .ー......・'.'.-
3 59 600 ー 620 103 
60 574 594 103 
JI 61 600 618 103 ー
本山~車 nil e 770 791 102 
確立対策 JUI 
63 770 791 102 
平成元 770 日w.旦み) {見込み)
慣料 :At...of\~行 r .of\凶艮哀惜立川慣の実施tl: illJ 専
-320一































( 1 )米の需給関係と生産調整(第 5-6-}図)
1976年の生産調整実績は、 19.4万haと71年以来の最低となり、目標達




















( 1 )米の需給関係と生産調整(第 5-6-}図)
?I<田利用再編対策第 1期の転作等目標面積は、前年度の約 2倍にあた
る39.1万haであったが、 78、79年の実績はそれぞれ43.8ha(目標達成率
112% )、 47.1 ha (同 121% )と目標を上回った。だが、潜在的需給ギャ
ップが200万t台に大きく拡大したためと 78、79年産米が豊作であった













79年にはほとんどないが、 80年には自由米価格が高騰し、政府米 100.0 
に対して自由米105.8に拡大している.このため政府買入価格と生産者













6 ) 水田利用再編対策第 2期の米価水準(1981'"'-83年)








tの不足となり、 84年10月末の政府古米在庫は 13万 tに激減した。
( 2 )生産者米価水準(第 5-6-2図)
1981年には食管法が改訂された.
政府管理米に占める自主涜通米のシェアは、 81年には47.6%であった
が、 82---83年には50----51%に上昇した(食糧庁資料より) G 水稲作販売
-324-
農家の政府売、自主流通米、自由売が販売数量に占める比率は、それぞ

















7 ) 水田利用再編対策第 3期の米価水準(1984---86年)














れ、実績は61.8ha (同 103% )になった。師、 86年産米も 3年連続して
豊作になったため、需給関係は師、 86年ともに約80万 tの生産超過とな
り、師、 86年10月末の政府古米在庫は 103万 t、177万 tに増大した。





















低下し、最優等地域にも費用価格水準(c + v )は成立していない。
8) 水田農業確立対策前期の米価水準(1987....89年)




実績は79.1万ha(目標達成率 102% )であった。 87年産米も 4年連続し
て豊作になったが、生産調整の強化によって需給関係はほぼ均街し、 88
年10月末の政府古米在庫は若干減少して 153万tになった。


















準(c + v )は成立していない。
インフレ下で生産調整が強化され需給関係がほぼ均慣していたにもか




























































1960 65 70 75 
主要な資料 :Q水省'米生産官寓l'fJ.食阻庁 F米麦価に関する資料』
_. 331一
由。 85 87 
(1匹3:)











が、 86年 2月には売買逆ざやは玄米60kg当り 70円(逆ざや率0.38%)に
縮小し、さらに87年 7月の生産者米価の5.95%の引き下げによって解消
され、逆に1.041円の )1買ぎや()IP.ざや率5.6%)になったゐこのため、@
売買逆ざやは85-..86年にはほぼ Oになり、 87年には 3---6の )1頃ざやにな
っている。
1980---86年の米価支持効果(X )は、 0くXく10の範囲を上下し、消



































の費用価桔水準(c + v )が成立した時期であり、 69---79年段階は米個
水準が製造業平均賃金並みの費用価格水準(c + v )と農村日雇賃金並
























本章の課題は、 ( 1 )近年における製造業の独占的超過利潤総額およ
び農業流出価値総額の年次的推移を定量化し、農業関係予算額との関連
で農工聞の価値の流出入を検討・考察すること(第 2節)、 ( 2 )農業
生産財部門への農業涜出価値を第 2章第 9節で用いた方法とは別の方法
で定量化し、それが農業流出価値総額に占める比重等をもとめて検討・
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日















1974 75 80 日5 目7
主要な賀科:a水省 F朱生産曹銅賞J.食租I¥"r来賓恒に間寸畠賛同』自主
企庁 F国民短篇針.年組」





























(1時間労働当り} 純生産(円) (指散)[干.I!j;t+干町四制伺HA酎 割罰事(%)付加fl値寧
飼科・有担質杷科 6091.4 (359.5) 2373.] (140.1) 29.8 O. ]45 
うちE告白科 7354.1 (434.6) 2373.1 (140.1) 37.8 0.134 
良 車 7893.7 (465.9) 2172.9 028.2) 50.9 0.362 
化学 E 科 6603.3 (389.7) 2776.8 063.9) 23.8 0.282 
農業用組縫 2985.3 076.2} 1759.6 (103.9) 25.3 0.380 
石油楠製Ji 20522.30211.3) 8022.2 (473.5) 18.7 0.075 
自動車・岡付属品 3789.5 (223.7) 1715.6 001.3) 41.9 0.245 
主要資料・経企庁 r国民経済'tR年幅』、通産省 r工業統計表』
第 6-2表 農業生産財部門への農業涜出価値(1981年)
項 目 肥 科 飼 料 農業薬剤 光熱動力 農後具 l農用自動車l
。経営費(1戸)(千円) 156.8 312.0 91.1 70.0 
<zl農家戸数(千戸} 4567 4567 4567 4567 
(3)総経営費(I!円}①x(2) 7161 14249 4161 3179 
@付加価値率 0.282 0.134 0.362 。司0.75
@付加価値{億円)③X④ 2019 1909 1506 240 
@A/B 0.5i9 0.678 0.i25 0.609 















項 目 肥料賢 轟業藁剤曹 光鎮動力 展佳具
申10I 当。費用{円)(町~I・O~~~ 8677 6659 420】 4側90
<Zl10 I当り玄米収量(kg)(同〉 483 4悶 4回 4お
@米2生産量(万 1) 1026 1026 1026 1026 
@伝費用{億円}①.;.<ZlxCl> 1剖3 H15 892 86邸
@付加価値率 0.282 0.362 0.075 0.380 
⑥付加価値{億円)(1) XG) 520 512 釘 3301 
C2>A/B 0.579 0.725 0.609 0.411 
骨組占的超過利潤{億円)@x⑦ 301 371 41 1375 
母米作流出価値(]l(億円} ー
@米作it出価値(2)(億円} ー ー

























































































米作流出価値(1)、 ωの定量化方法は図註の通りである。第 3節、 4節
でも述べたように、米作涜出価値(1)は価値 (C+V+M)基準でみた場

















益①を上回っている。政府管理経費@は、 74年の 1.333億円から 80年の
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+ ~ 151 
管理経質 lp.L 

















第 7図における 0202_ PZ =C十 v----C十 V 十 mはそれぞれ米価支
持政策下の政府の需要曲組、生産者米冊(政府買入価格)である。 0 1





































































































































































































































































現実の生産者の供給曲緯は SlS1 であるので、 P2の生産者米価水準


















































































































































if、軍需品のメカニ1ム祉置の遇。であ t. 間覇市島陣系の干で、生産者柑 ~I ~ 11 tl車生産t増idt.政府の臥H増量
Eせる.iι 生産者未酎|上Ifはいわゆ Ll刊をE大し、 R入量増it~ l\ i っ T 責苦の審判増加させ L. 主著書字の増刷富
費者緒的値 l!f Ht~ らし、それは京市費は~'ðH.
-t. 小変舗のメカニズムli o:の通 H~~. 目1t市場体系的干で、小ま生産者画時の上昇がま仁比し少ないためにその骨量糧
閣が削司自におよIff.圏内生産が語少すt.国内生産の草刈輸入を増idU#.それU買い小まの増肘宣院し、干地E盤面
需を引下げ~. tのため食管舗の負担(囲内主管理の車宇)lil制ι小まの完童画lUI5i.置かht.小主査童画韓日未完富価









T もそのIHAI軸の1ft自民tfit て1I量を量定してい~.このため日本で生 tて I\U1 をIftAI軸 tiI品~目li調111
の7ンバランス世生tlいない.措置U、b世田町}守置の国Ii調11Iのb吋を韓討しT いく上できわめT事考 t~t.












































水準(c + v )が成立していた 01969......78年においては、生産者米価水
準は製造業平均賃金並みの費用価桔水準(c + v )と農村日雇賃金並み
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.1 0.1 0.3 0.5 1.0 1.5 2.0 3.0 5.0 は:0.1 0.1 0.3 0.5 1.0 1.5 2.0 3.0 5.0 a ーーーー ha ha 句ー『ー-ha 0.3 0.5 1.0 1.5 2.0 3.0 5.0 nl 1~ 0.3 0.5 1.0 1.5 2.0 3.0 5.0 nl 
~(' ~ 司俳 1165-70 + + + 品目 -" ~ - 。
+ + + + 1 -1 + ー+1 + + + 
自170-751+ + + + + + +叫口 * 70-75 + + + + + + + 。
+ 
75町 801 + + + + + + 1口・J 75-80 + + + + 。
-'L::JI+ ー.。 + 
1180-851 + + 。 + + 
!吋口 * a180-85 + + + 
キ +口.。n 
+ L:J 1 + 
1165-701 + + 
:qbE4; * l165-70 + + + +口-・ー+ + + + 一世一 +ね・ + + + 
R170-751 + + + + + :但 ，ー1- 牢 70-75 + + + + + 1414 + I + + ー- + 
75-801 + + + + + +唱」 -S2.E * 75、80 + + -1 + +吋口・"1-1 + + • + ー 1+ + 
Q180-851 + + + + + + 1180-85 + + + + 口・-~ーI_I +7J. ・+ JSI I -.JQ l=J 1 + + + 
1165-701 ー -191 - 牢 中65-70 + + + 日ー 。7~ I .: rJ + -1園+ + + + + ー+ + + + 
70-751 + + + 
!〉7EP口
-;.~守 調酔 70句75 + + + + + + + I 0 
+ + 1 + 
75-801 + + + + + 九日品目一 * 75ー80 + + + + + 
-'l=J +1 + + -'-l:I 1 + 
t180-85 1 + + + + + + +口 -1申 目 80-85 + + + 
:唱』IEPi
。
一~/I_I /1. ・+ + 
t165-701 + + + +口-1 - 。 判ド t165-70 + + 。一~71_1 +It一. + 71 1" + + ー +1+ + + + 
70-751 + + + + + 
:時目
1.・- 時院 1170-75 + + + + + !?口
-.1 -川，
+ 1 + + ーー + 1 . 
75-801 . + + + + +ロー ー 1 • 75-80 + + + + + !u 。'7 /. ー++ 1 + + 
ft[8附[~ + + + + + + jS口・キ 自80-85 + + + + + + 。 + 
1-=-11 + . 
量調:島水管『・E・E・..酎帽告 .J ( _..-1:ン守且 J ). r.宮崎"別にhた島竃錨iIJ. r血宣橿属国董a
住J1) ~・園、事.掴舟土鹿町(+)は事・・町上掴に対す晶圃温温λ、{ー}姐酒造量出世重量す晶.下匝岬(+ )値ヨ・唐骨下車に対す
主圃過量入、 tー }怯餌過直出量量隠す晶.下鹿町置入に位『血軍司覇量』、担由に凶『血軍骨置畠』也量tr.
2 )出 U: R・骨嶋眉世示れ虫歯骨観帽とは‘上眉I:H I..て圃酒量由."，~岡崎に下帽に対1..1'(，圃過橿由で晶畠.層で"6.
3 )・ 怯噌輔骨圏直直E示す.噌橿骨帳血k悼..軍量がよ 0 下層的回・・内揖1'b- ;.1 '1上園内陽園圏内崎掴へ ~lft:~晶壇目時姐a
であ晶.
4 )晶 5-70 幅#}・・E・について U‘市・4・・一量管島竃#}デ-~がをいたl'J*・ IÞ.軍司 t h. 膏聞いた.
S)圃申骨量字U、ホ・停車-..宮島竃司『血寓軍帽によ 6曹酎・:i:Jl.J骨量正す.ただ1...65-70草骨量・U:......圃棄aかι
量計 Lたホ・IT.のtれで晶晶.
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5-~ 1 .Oha階層の楠成比が25.5%(1985年)と最高である。これより 0.5
-...1.0ha階層に依然として米価の規定階層があるといえよう 1970----85年
において変動の大きい階層は、 0.5-....1.0ha(3.9ポイント低下)、1.0--
1.5ha ( 2.8ポイント低下)、 3.0----5.0ha(2.ちポイント上昇)、 5.0----10
.Oha ( 2.7ポイント上昇)である。
2 )都府県全体の水稲作単一経営農家の階層変動
第 9-4図の I都府県 J より、変動分岐層は 1965九 70年0.5.....0.7ha、70















































5--2. Ohaから 2.0----2. 5hal，こ、増減分岐点は 3.0haから 5.0haに上昇してい
る。
1980 --84年においては、@米価水準は水田利用再編対策期の米価抑制
政策の強化によって一層低下し農村日雇賃金並みの価格水準(c + v ) 
で低迷している。①労働生産性は増減年率ち.6%で向上している。@都
府県の生産調整面積は、水田利用再編対第第 l期の80年に 47万ha(全国





















東北の①1.5ha以上の構成比も 18.7%、@1.5"-2. Oha8. 0%、@2.0"-3.0



























































































期の80年に 11.1万ha(全国の 19.1%)に拡大し、第 2期 (81----83年)
















Oha (80%) 、70--75年には急上昇して 3.0ha (105 %)‘ 75---80年に










.Oha、75....80年2. 0 --2 . 5 ha、80---85年3.0---5. Ohaと、期間毎に上昇して
都府県の中では最高のレベルになっている。増減分岐点も 65---70年1.5h 











































は、 65--70年 72% 、 70----75年目%、 75~80年 78% と 60-----70% 内外である
が、 80~85年には 20% 、 31% に大幅に低下している。以上より、中国の
80----85年の場合も東海、近畿と同様のことがいえようむ
なお、増減分岐点も上記のことを反映して、 6ちへ-70年 1.0ha、70---75





















l) F 章生産費調査 dry 革作 f~;盟諸居層の小作地H事 {I肩Eのま小作地面積=100.0 、 1980-85年干均)日夜の遇。
でU.50at講11.3%、50-100a30.4%‘100-150a18.4%(変動骨報量)、 150-200a12.
0%(変量骨階層).200-250a9.1%.2ち0-300a6.6%、300-400a6.5%、400-500a3.8
































農民層分解の歪曲化の程度は、 「実際の変動分岐層 J と「推定変動分岐
層 Jとの桔差として表すことができる。
2. 作付規模別および変動分岐層の農業所得による家計費充足率
第 9寸 -1図より、 1980年代に入て水稲作単一経営農家(都府県)の最
上層である 5.0ha以上層(平均5.9ha)でも、 84年の109%、86年の 102%
を除いて『農業所得による家計費充足率」が100%を下回り 6...92 %に
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2) ，檀置r~幽骨帳掴 J u. 軍恒車ーが是正苫丸たー骨に民立す~'IIfIl .L.. lJi帽に A 晶竃酎置克且.J が 60-70" 内外肉体何蝿
.帽置であ晶.
3) Jf価哩え島貫慣需喧.:#.価水車fI>是正された場合に虚立す畠且司直E骨骨であ晶.こ町置宜主Il:については、 11411111珊を'園町ζ 1:.




















米価水準が是正された場合の推定変動分岐層は、 0.5---1.Oha ( 1965 .. 











70----75年には 1.0ha前後から 1.5---2. Ohaへ、 75---80年には L0---1. 5ha 













































































( 1 )農産物価格問題の定量的研究方法の構築(第 1章)。
( 2 )農産物価格水準の低位性、工業製品(消費財、生産財、農業生
産財)の独占価格水準の定量分析(第 2章)。














( 9 )二重米価制の理論的検討(第 7章)。
( 10 )米の構造的過剰形成の諸要因(基本的要因)とメカニズムの解
明(第 8章)
( 11 )生産調整と二重米価制との関連性の理論的検討(第 8章}。
( 12)低米価水準の下での農民層分解の歪曲化の程度とそのメカニ
ズムの分析(第 9章)






















































































































































































































小化され、その結果 I図のように逆に消費者の需要曲韓は 0202から D
10 1へ強制的に下方シフトさせられている.



















内外価格差を拡大している(第 2節) . 
第三に、国際而格はしばしば輸出国の正常な国内価格を反映しない輸
出補助金によって低められた赤字輸出価格であったりする.このことが
















































































の費用価格水準(c + v )が成立した時期であり、 69----79年段階は米畑
水準が製造業平均賃金並みの費用価格水準 (C十 V) と農村日雇賃金並
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和43年に京都府立大学農学部に入学した e 府大には、 8年間(うち 2年
間休学、 1年間留年、卒業後 1年間研究生)在籍した。












いた花田仁伍「農産物価格問題 J ( r経漬 J1970年10月号)および同『
小島経漬の理論と展開 J (御茶の水書房、 1971年)は、私が卒業論文の
課題と方法を鮮明化し具体化していく上だけではなく、私の今後の農業
経晋研究のあり方、方向にも決定的な膨響を与えたように思われる。こ
うしてでき上った卒業論文が「適正米価論 J (昭和50年 3月)である.
卒業後は、府大に研究生としてとどまり、将来は評論家として食って
いこうという甘い考え方を持っていた.これを醸苔先生からたしなめら
れ、大学院に進むことを決意した。
昭和51年 3月に、西本先生から「積極的に外に出て刺激を受けたほう
がよい」というおすすめもあって 8年間という長い間いろいろお世話に
なった母校を債にしました.
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昭和51年4月から 1年間、京大経漬学部の中野ゼミ(中野一新先生)
の研修員となって大学院のゼミに参加するとともに、大学院の受験勉強
を行った。この 1年間、大学院のゼミと受験勉強で得た知識と理論は多
大なものであった。
昭和52年4月には京都大学農学研究科修士課程、農林経漬学専攻(農
史研究室)に入学した。それ以来はや 12年が立ち、昭和60年に研修員と
なって 5年目になる。
昭和52年4月から 62年 3月まで農史研究室に所属し、三喜子先生、荒木
先生のご指導を賜った。この 10年聞はこの道の専門家をめざして専門は.
かに徹し、思う存分、武者修業に励むことができた。これも京大内外で
よき人間関係および環境条件に恵まれたおかげて♂ある。とりわけ所属研
究室の農史では、三野先生や荒木先生、院生の皆さんに大変お世話にな
り、いろいろとご迷惑をおかけした。現状分析をやるとともに、農史ゼ
ミでは塵史や経営史的観点等を耳学で勉強させていただいた。荒木先生
からは『京都府信連35年史A (1985年12月}の作成過程で実態調査およ
び年史編さんの手法、心構え、おもしろみを教えていただいた。また、
両先生のご厚意とおすすめで他の諸講座や他学部のゼミへの自由な参加
はもちろん、他大学の先生方のご指導も自由に伸ぐことができた。この
ため他の諸分野の研究成果を耳学で勉強させていただき、他の諸分野と
の関連で自らの専門分野をより一層深めることができた.
この当時、京大の外で特にお世話になった先生は花田仁伍先生(当時
九州大学教授)、東井正美先生(関西大学教授)、梅川勉先生{当時大
阪市立大学教授)、御園喜博先生(当時岐阜大学教授)、聞岐衆三先生
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(当時信州大学教授)、中安定子先生(東京農工大学助教授)である。
専門分野の性格から、研究発表の主たる場は学会や研究会、所属会誌
にもとめました。学会の個別報告は、マスター 1年の第 27回関西農業
経済学会大会(1977年10月)を皮切りに、オーバードクター 1年の第32
団関西農業経漬学会大会(1982年10月}まで毎年 2回(毎年 4月には日
本農業経漬学会大会)、連続12回(土地制度史学会の 1回を合む)行っ
た。また、できる限りこの個別報告を叩き台として論文を作成し、学会
誌や研究会誌に投稿して公刊した。
これは決して業績主義や記録主義をめざしたものではない。恵まれた
自由放任の世界で、とかく緩みがちな心を引き締め学問研究に遭進する
ためには、絶えず身近な目標を設定して自らを緊張の世界に投入する必
要があると考えたからである。私は他の人の 2倍も 3倍も回り道をして
いる。その遅れをできるだけ早く取り戻したいという意燥感もあった。
また、農業問題が探刻化するなかで、できるだけ早く自らの専門を確立
し社会的評価をうけて、研究成果を社会に生かしたい、社会的野響力を
もちたいというあせりもあった。この10年問、年も忘れてがむしゃらに
一心不乱でやってきた。その問、若気の至りで失礼な勇み足もあった。
いまそれを思い返すと、汗顔の至りである。
以上のような経験を通して、私は学問研究の世界の「厳しさ」と「喜
び」をともに知った.雑学の道から専門ばかの道へ、そして専門ばかに
撤することによって専門分野を過して他の諸分野や全体がみえてきた。
幸い、自らの研究に対し学会や社会で一定程度の評価をうけることがで
きた.また、全国にたくさんのよき友人や知人ができた。
昭和62年4月には、府大時代の恩師である藤谷先生が京都大学に帰っ
てこられたので、それを契機に長い間お世話になった農史研究室から農
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業経営学研究室に移籍した。
農業経営学研究室では、藤谷先生、武部先生、新山さんの臨しくもあ
たたかいご指導および院生諸兄姉のこころあたたまるお世話の下に心機
一転(1)講習等による農業経営学等の学習、 ω徳島県農業の「新交通体系
下における産地育成」に閲する共同調査研究、。)論壇時評の共同研究に
取り組むとともに、 (4)ドクター論文の作成に本格的に取り組んだ.いず
れも厳しかったが、いい勉強、いい経験となり自己を一層向上させるこ
とができたと確信する。藤各先生とのおつきあいは府大時代とは遣った
新しい次元のものであった。本当に充実した研修生活を送ることができ
た。記して深甚なる謝意を表します。
府大時代および京大時代に多くの方々から賜った貴重な学恩を、これ
からの研究と教育に大いに生かしていくように頑張る所存である。今後
とも一層のご指導、ご鞭撞を賜りますようお願い申し上げます。
1990年 1月17日
わが誕生日に研究室にて
岩谷幸春
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